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１．はじめに
　子どもたちの造形表現を豊かのものにするた
めには、まず表現素材への感心興味をいかに持
たせるかが重要である。保育者は表現素材の特
性を知り、そこから子どもたちの創作意欲がわく
ような素材の提供や制作空間の確保を考える必
要がある。また、提供する素材が子どもたちの
視覚や触覚に対し魅力的なものでなければなら
ない。その上で創作するためのきっかけ作りも大
切な時間となる。例えば、水族館や芋掘り行っ
た体験を思い起こしながら、作品制作につなげ
る場合も表現素材となるものを子どもたちが興
味をもって扱い、様々な工夫ができるようなフレ
キシブルな素材であるか保育者は吟味しなけれ
ばならない。当然のことのであるが、保育者は
表現素材の特性を書物やインターネットから得

た知識だけではなく、実際に扱ってみることで素
材の持つ可能性を感受しなければならない。
　これらのことを踏まえ、表現素材にはどのよ
うなものがあり、またそれらを扱った表現技術
にはどのようなものがあるのかを解説を交えな
がら活用方法について探ってみたい。更に、そ
の表現技術を生かした絵本にも着目し、絵本作
家のエリックカールの作品を参考に子どもたち
の豊かな表現活動を展開できるようなヒントに
なるものを考えてみたい。

２．保育現場での表現素材と道具類について
　まず、多くの保育現場で使われている表現素
材、道具類としては、次のものが挙げられる。
　表現素材としては、クレヨン、水彩絵の具、
アクリル絵の具、新聞紙、広告紙、段ボール、
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和紙、カラーセロハン、フェルト、粘土、紙粘
土、紙コップ、紙皿、ストロー、すずらんテー
プ、ビニールテープ、割り箸、毛糸等である。
　道具類としては、ハサミ、段ボールカッター、
のり、木工用接着剤、セロテープ、両面テープ、
ホッチキスなどである。

３．保育現場で活用できる表現技法
　　（技法あそび）１），２）

　保育の現場で活用できる表現技法（技法あそ
び）では以下のようなものが挙げられる。ここ
では、その表現技法についての解説と活用方法
について述べていくことにする。

（１）マーブリング
　マーブリングは、水に反発する描画材をバッ
トにはった水に落とすことで、水面上に描かれる
複雑な模様や図柄を、紙などに写し取る技法で、
マーブリングによって写し取られた模様が大理
石（marble：英）の模様に似ていることに由来
している。水に浮いた描画材に串などで模様を
描き、空気が入らないように気をつけて水面に
紙を置き、描いた模様を写し取る技法である。

　活用方法①：マーブリングをした紙を様々な
サイズで円形に切り取り、黒い色画用紙上に貼
り合わせ宇宙空間を制作する。マーブリングさ
れた色合いはいろんな種類の色があるため宇宙
空間に浮かぶ惑星の表現に適している。また、
黒い画用紙上に無数の細かな色合いの絵具をド
リッピングすることで宇宙空間の広がりを表現
できる。

　活用方法②：マーブリングの便箋と封筒でレ
ターセットを制作する。便箋はB5 ～ A4サイズ
のコピー紙、封筒は型紙により淡い色合いの色
画用紙を切り取りマーブリングを行う。便箋と
封筒は新聞紙で挟み水分を取った後乾燥させ、
封筒は形に合わせ折り込み糊付けをして完成と
なる。

（２）デカルコマニー
　デカルコマニーは、半分に折った紙の片方に
色の違う絵の具を何色か着けることで、紙を開
いたときに左右対称の作品を描くことができ
る。また、現れた模様の見え方も見る人によっ
て様々なため、思いもよらない作品が出来上が
る楽しい表現遊びの１つでもある。
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　活用方法①：デカルコマニーによってできた
形をハサミで切り取り、蝶や花に見立て、模造
紙や色画用紙に貼り合わせ季節の壁面を制作す
る。空きスペースにクレヨンや絵の具で周りの
風景や動物たちを描き込み全体の空間を創り上
げる。動物たちの表現は、折り紙で制作するこ
とで表現の幅を持たせることができる。

　活用方法②：デカルコマニーによってできた
形をハサミで切り取り、蝶に見立て、新聞紙を
丸めた棒の先に接着し、蝶がひらひらと舞って
いるような動きを演出する遊びにすることがで
きる。

（３）フロッタージュ
　フロッタージュ（こすりだし）とは、表面の
でこぼこした木の板や石、硬貨などの上に紙を
置き、その紙を鉛筆やクレヨンなどで擦ること

で、紙の下にある木や石などのでこぼこが模様
となって写し出される技法のことである。紙の
移動や回転させるなどして、偶然にできる色や
形を楽しむことができる。

　活用方法①：1枚の紙に硬貨などをずらしな
がらフロッタージュすることで円形が重なり
合った集合体を表現することができる。また、
硬貨や鍵型、定規、コンパス等の配置を意識し
ながらフロッタージュすることで人の顔や動物
や虫の形を表現することができる。他にも、自
然物である木の葉っぱや松葉の形状を動物や虫
の体の一部に見立てフロッタージュすることで
自然界の風景を表現できる。
　活用方法②： フロッタージュした人工物（マ
ンホール、タイル、壁の模様等）や自然物（葉っ
ぱや樹木の皮等）の形を切り取り、それらを貼
り合わせ（コラージュ）することで描画材では
表現できない世界を表現することができる。
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（４）コラージュ
　コラージュとは、クレヨンや絵の具などの描
画材を用いるのではなく、落ち葉や色紙など、
様々な色、柄、質感のものを張り合わせて表現
する技法のことである。フランス語で「糊付け」
という意味の、現代絵画の技法の一つで、パブ
ロ・ピカソやジョルジュ・ブラックなどが始め
たパピエ・コレが始まりといわれている。自分
の好きな素材を使い、好きに貼り付けていくこ
とで想像力が鍛えられる表現遊びでもある。

　活用方法①：広告紙やカタログ等の印刷物の
一部や質感の異なる様々な素材（段ボールの切
れ端や毛糸等）を画用紙上に貼り合わせ不思議
な世界を表現することができる。

　活用方法②：画用紙にいろんな色合いの色を
塗り込み、様々な形に切り取ったものを組み合
わせて絵本の1コマを表現することができる。
方法は美しいと思う4色のアクリル絵の具の組
み合わせを選び画用紙に線（ストライプ）を描
いたものを1枚制作する。また、もう1枚は6種
類の図形（丸、三角、四角、波、格子、点）を
4色で描いたものを制作する。その後、ハガキ
サイズに切り抜いたフレームを作り、ストライ
プと図形にフレームをあて絵本の１コマで活用
できる部分を切り抜く。切り抜いた余りの部分
で絵本の表現となる形を貼り合わせ1コマを完
成させていく。

（５）スタンピング
　身近にあるものを版に、絵の具などを着けて
判子のように使って描く技法を、スタンピング

（型押し絵）という。素材はペットボトルの
キャップや皿、スポンジ、段ボールといった日
常で使うものやニンジン、ピーマン、玉ねぎ、
イモなどの野菜などを自由に型押しすることで
新しい模様に出会える楽しい遊びである。絵が
うまく描けない小さい子どもでも簡単に取り組
み、楽しむことができる。

　活用方法①：人口物であるコップやペットボ
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トル底やキャップ、様々な形体物にいろんな色
を着け、大きめの模造紙や画用紙に型押しして
絵画表現を楽しむことができる。色や形の重な
りによってあるものに見立てたり、子どもたち
の遊びの痕跡がリズミカルで色鮮やかな世界を
創り出すことができる。

　活用方法②：自然物である木の葉っぱや枝、
松ぼっくりやドングリ等にいろんな色を着け、
大きめの模造紙や画用紙に型押しして絵画表現
を楽しむことができる。色とりどりの自然物の
柔らかな表情が風を感じるような表現に出逢う
ことができる。また、布にアクリル絵の具で型
押しすることでタペストリーや運動会の旗等を
制作することも可能である。

（６）スクラッチ（ひっかき絵）
　ひっかき絵とは、スクラッチ技法、削り絵な
どとも呼ばれる保育の描画技法である。画用紙
に、あらかじめ隙間のないよう色鮮やかなクレ
ヨンで何色かを塗り、その上から黒いクレヨン
やアクリル絵の具で上塗りしていく。その後、
上塗りした黒色を、先の尖ったもので削ると下
の層の色が出てきて、偶然にできる色や形を楽
しむことができる。

　活用方法①：カレンダー作りなどで季節のモ
チーフを描いたり数字を描き込んだりすること
で色彩豊かな表現ができる。

　活用方法②：花火大会の様子や海の中の生き
物の世界を表現することができる。更に子ども
たちの作品を繋ぎ合わせることで大作を制作す
ることができる。

（７）はじき絵
　バチック（はじき絵）とは、クレヨンやロウ
などで絵や模様を描き、その上から多めの水で

溶いた絵の具を塗ると、クレヨンやロウの油分
が絵の具を弾いて、思いもよらない色や模様・
形を楽しめるという表現技法の一つである。

４．絵本の世界の表現技法３）

　ここでは、絵本の世界の表現技法に着目し作
者が絵本の世界観をどのような技法で制作して
いるのかを探ってみたい。
　「はらぺこあおむし」「パパ、お月さまとっ
て！」の作者のエリックカールは、様々な色合
いで着色した紙をランダムに切り取り、コラー
ジュという技法で制作している。
　制作過程は以下である。　

（１）半透明の薄い紙にアクリル絵の具、水彩
絵の具、ポスターカラーなどで着色する。
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（２）別の色の絵の具で、いろんな色の模様を
描いていく。

（３）たくさんの模様を描いて色紙を制作する。

（４）　（１）～（３）のように作った薄紙の上に、
あおむしを描いたトレーシングペーパーを載
せて切り抜く。

（５）切りぬいた薄紙を、場所を考えながら画
用紙に貼っていく。
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（６）目や鼻などもつくって貼り込んでいく。

ｈ

（７）クレヨンや色えんぴつで毛を描いて仕上
げる。サインを入れ完成となる。

５．考察
　以上、保育現場で行われている表現技法（技
法あそび）と絵本制作で使われている表現技法
を紹介したが、子どもたちが技法あそびで終わ
るのではなく、保育者が子どもたちへの言葉か
けや表現素材の提供の仕方で表現されたものが
如何様にも変化し発展していくのかが重要であ

る。
　表現技法の活用方法については、この他にも
子どもたちの技法あそびの取り組み状況を観察
しながら、表現素材の提供を考え工夫をしなが
ら保育を行う必要がある。子ども一人ひとりの
技法あそびは、周りの子どもたちにもよい影響
を及ぼすことも認識しておく必要がある。例え
ば、スタンピングにより様々な形体の型押しを
していく中で、おもしろい模様や美しい色合い
が表現さてた時に近くにいた子どもが、「すご
い。かっこいい。きれい。」と反応を示した場合、
同じ形体の型押しで真似てみたり、「それ、か
して。」と言ってみたりと子どもたちの新たな
行動が生まれてくることに保育者は注視してい
くことが大切である。子どもたちは、技法あそ
びの中で画用紙上に次から次に生まれてくる世
界を楽しみながら他者とのコミュニケーション
を図っているのである。
　その状況を観た保育者は、子ども一人に1枚
の画用紙ではなく複数の子どもたちで関わるこ
とができるような大きな模造紙か長めのロール
紙でスタンピングをしたら、もっと子どもたち
の技法あそびが発展し、造形表現が豊かなもの
になることを想像できるではないだろうか。こ
のように保育環境の中で展開される子どもたち
の活動を敏感に感じ取り、表現素材を考え工夫
することが保育者には要求されるのである。

６．まとめ
　子どもたちの豊かな表現を導き出すために
は、単なる技法あそびを体験させることではな
く、表現素材の面白みや不思議さを実感しても
らい、そこから子どもたちの「あそび」へと発
展し、周りの子どもたちと一緒に表現できる喜
びと達成感を共感することが重要である。保育
者も子どもたちと同じ目線で一緒に感動できる
ような時間を共有することで、新たな表現活動
を考えるきっかけになる。また、保育環境にお
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いても、子どもたちの自発的な活動を促せるよ
うな空間を構築しなければならない。表現素材
を子どもたちが自由に取り出せるような空間の
工夫や道具類の提供の仕方や使い方等、安全面
での配慮も必要である。子どもたちの豊かな表
現活動を支えるためには、保育者自身が、表現
素材の特性を理解しておくことは大切である
が、その特性を上手く活用し、子どもたちの創
作意欲をわかせていけるような工夫が必要であ
る。そのためには、保育者自身が実際に表現素
材を使ってみながら、子どもたちの活動と照ら
し合わせ、どのような表現活動に展開している
のかを見極めていくことが大切である。また、
子どもたちの活動範囲や活動時間、年齢や人数
も把握しておくことで保育者は様々な表現活動
を豊かなものにしていくことができる。
　以上、保育現場での表現技法と活用方法につ
いて解説を交え記述してきたが、子どもたちの
豊かな表現活動を展開していくためには、養成
校と保育者との情報交換や相談機関を充実させ
ていくことも今後の検討課題である。
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